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福島県 産業創出課
Tel：024-521-7283

研究開発
拠点整備

普及・啓発
人材育成

ネットワー
クの形成

研究開発
技術支援

現場導入
支援

取引拡大
量産支援

情報発信

ﾛﾎﾞｯﾄﾌｪｽﾀふくしま開催事業 【20,000千円】

ロボット関連産業基盤強化事業 【76,058千円】

被災地支援ロボット開発事業 【14,903千円】

産学ロボット技術開発支援事業 【275,366千円】

H25.6.18設立会員：約140機関
・産学官連携ネットワーク形成
・技術開発支援
・プラントメーカー等とのマッチング

廃炉・除染ロボット技術研究会

災害対応等ロボット導入事業
【44,313千円】

フィールドロボット研究開発事業 【13,394千円】

共同利用施設イメージ図テストフィールドイメージ図

原子力災害によって産業基盤を失った浜通り
地域等の産業復興のため、イノベーション・コ
ースト構想に基づき、ロボットテストフィールドと
国際産学官共同利用施設を整備するとともに
、その運営法人を設立する。

地域復興実用化開発等促進事業 【6,970,026千円】

福島浜通りロボット実証区域

国家戦略特区

「ロボット産業革命の地ふくしま」に向けて、県
民特に若い世代の関心を高めるため、最先端の
ロボットや福島県内で開発を進める各種ロボット
の展示等を行う。
○期日 平成28年11月19日(土）
○場所 ビッグパレットふくしま（郡山市）
○内容
産業用や一般向けロボットの
展示・実演、操作体験、工作
教室、講演など
※宇宙フェア（同時開催）

①セミナー開催及び講師派遣
②補助金
○補助対象：ロボットの要素技術である「センサ系」､「知能･
制御系」､「駆動･構造系」の技術開発や実証を行う県内
に本社､研究拠点､生産拠点が所在する企業。

○補助率：中小企業 事業費(上限1千万円)の3/4
大企業 事業費(上限1千万円)の2/3

会津大学と県内企業との連携により、情報通
信技術を核とした災害対応等ロボットの開発を
行うとともに、ロボットのソフトウェア開発運用基
盤を先端ＩＣＴラボに整備し開発支援を行う。

ハイテクプラザと農業総合センターの共同研
究により、 電気防獣柵の漏電検出・通報装置
と電気防獣柵の漏電予防のための自走式電気
防獣柵除草ロボットを研究開発する。

県内企業に対するロボットテストフィール
ドの活用支援を見据え、ハイテクプラザに
おいて配管内洗浄ロボットの開発を行う。

配管洗浄イメージ

「福島浜通りロボット実証区域」や
「ロボットテストフィールド」での実証
試験を行う上で必要な規制緩和措置
を求める。
○提案名：福島県浜通りロボット実証

区域実現プロジェクト
○要望緩和法令：道路交通法、航空

法、電波法、国有林野管理
経営法

○提出日：平成27年6月5日

浜通り15市町村を対象
として、事業者から実証
希望ロボットの申請を受
けつけるとともに、県市
町村から実証可能施設
等を募る。その上で、両
者のマッチングを図り、
実証区域の指定や実証
試験の実施につなげる。

県産ロボットの導入補助によって、
県内企業のロボット関連産業への参
入意欲を高め、その産業集積を図る。
○補助先：県内外企業等
○補助率：1/2
○対象：①県内で生産されるロボット

②用途：災害対応、廃炉、イ
ンフラ点検、農薬散布等

①浜通り地域において実施される実用化開発等
・15市町村の企業等、それら企業等と連携し実施する企業
②国際産学官共同利用施設への入居による実用化開発等
○補助率 大企業1/2、中小企業2/3
○対象分野 廃炉､ロボット､エネルギー､環境､農林水産業等

ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ･ｺｰｽﾄ構想拠点整備事業
【7,327,514千円】

平成28年度ロボット産業関連の取組（福島県産業創出課）


